

　　年　　月　　日

仮予約依頼票

独立行政法人製品評価技術基盤機構
電気安全評価センター所長　殿
　　　

以下のとおり共同試験の仮予約を依頼いたします。また、別紙の「ＮＬＡＢ共同試験の予約について」に記載されている全てのルールに従うとともに、経済産業省に報告するためのＮＬＡＢ活用実績調査に対して、被試験体所有者への確認・調整を含め全面的に協力します。
なお、仮予約完了後であっても、以下に記載されている内容に基づいて機構が行う仮予約期間の変更等の調整に応じることに同意いたします。

１．依頼担当者情報
	利用者登録番号
	未登録の場合は空欄で構いません

	組織名
	

	部署名
	

	役職
	

	フリガナ
氏名
	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	電話番号
	

	E-mailアドレス
	



２．仮予約を希望する試験室及び期間 　
	
申込区分
	別紙（ＮＬＡＢ共同試験の予約について）の申込区分をご確認の上、試験実施月及び1次/2次申込の別を記載してください。

例：令和7年4月実施分１次申込、令和7年5月実施分2次申込　等



	試験室名
（試験室名が不明の場合は仮予約が必要な試験室の条件等を記載してください）
	仮予約期間

	
	

	
	

	
	

	
	




３．共同試験の概要、仕様
	【概要】ご希望する共同試験の内容（具体的な手順、試験条件、被試験体、必要な治具等）
欄内に書ききれない場合は、必要に応じて適宜別紙にご記載ください。






４．共同試験の成果物活用方法、情報開示可能範囲等
	Ａ．成果物活用方法（試験の目的）【該当する項目にチェック】

	□①新製品の開発、既製品の改良等
－開発・改良完了予定時期：　　　　年　　月頃
－販売開始予定時期：　　　　年　　月頃
□②第三者認証取得等
　－認証取得予定時期：　　　　年　　月頃
□③納品先からの指示
　－納期：　　　　年　　月頃
□④試験手法開発等
　－開発完了予定時期：　　　　年　　月頃
□⑤学術研究、論文発表等
　－論文発表予定時期等：　　　　年　　月頃
□⑥国際規格・国内規格の提案
　－提案予定時期：　　　　年　　月頃
□⑦広報PR等
　－広報PR開始予定時期：　　　　年　　月頃
□⑧その他
　－内容：

	Ｂ．成果物活用方法の詳細【Ａの①～⑧に応じた項目を記載】

	被試験体所有者
	仮予約依頼票提出者と被試験体所有者が異なる場合は記載してください。

	製品名／商品名
【1 ～③の場合】
	

	製品の用途・目的
【①～③の場合】
	

	事業規模	Comment by NITE: （例）価格、販売数量、売上高、およその経済規模等
【1 ～③の場合】
	[bookmark: _Hlk175318864]仮予約依頼票提出時に情報が無い場合は、情報開示可能な時期を記載してください。

	販売先・エリア等
【1 ～③の場合】
	仮予約依頼票提出時に情報が無い場合は、情報開示可能な時期を記載してください。

	取得予定の認証・規格種別
【②の場合】
	

	開発予定の試験手法の名称
【④の場合】
	

	開発する試験手法等の概要・目的
【④の場合】
	

	開発する試験手法等の取扱い	Comment by NITE: （例）自社のみで活用／国際規格の試験手法策定において提案等
【④の場合】
	

	研究テーマ
【⑤の場合】
	

	研究テーマの概要、目的
【⑤の場合】
	

	提案予定の国際規格・国内規格
【⑥の場合】
	

	提案内容
【⑥の場合】
	

	広報PR等の内容、想定する効果等
【⑦の場合】
	

	Ｃ．NLAB実績評価資料への掲載（一般公開）可否	Comment by NITE: NLAB実績評価資料は、NITEを評価する経済産業省の外部有識者への説明に利用され、最終的にはHP等に公開されます。実績評価資料への掲載不可とされた情報につきましては、必ず匿名化した上で掲載いたします。
なお、記載いただいた情報は、必要に応じて経済産業省に報告いたしますが、経済産業省においても要機密情報として扱われるよう十分配慮いたします。

	社名
	□掲載可　□掲載不可

	その他	Comment by NITE: 社名が掲載不可で、当該欄が空欄の場合、社名以外のＡ．、Ｂ．で提供いただいた情報はすべて掲載可と判断いたします。
（例１）商品名は掲載不可だが、製品名は掲載可。
（例２）売上高は掲載不可だが、およその経済規模は掲載可
（例３）試験手法の名称は掲載可だが、詳細内容は掲載不可
	Ａ及びＢで記入いただいた情報の中で掲載不可の情報がございましたら記載してください


　

機構記入欄（※１）
	試験室名
	仮予約期間（確定）
	仮予約期間（変更）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※１：１～４の内容に基づき機構が記入します。

